








べく軽くします．また推進性向上のた
めのプロペラの効率を高くしたり，プ
ロペラ周りの水の流れをきれいにしま
す．
　エンジンサイドでは，NOx 規制に
対応できるように，機関性能のチュー
ニングや燃焼室内への水噴射，また，
さらなる対策として脱硝装置を別に付
けることも実用に向けて研究しており
ます．また，エンジンは，より多くの
荷物を積むために，高出力でありなが
らコンパクトに設計しています．
　委員　世界の造船業は韓国が , 一番
大きいと思うのですが，日本の造船会
社とどのような違いがあるのですか．
　A　いちばんの違いは，韓国の会社
は規模が大きい，ということですね．
現代（ヒュンダイ）重工業（株）は年
間 50 隻くらい生産している大工場を
持っており，コスト面で強いはずです．
　委員　そのような中で，日本の造船
会社はどこで勝負しているのですか．
　A　われわれは技術力でお客様に
とっての価値を高めるよう努めていま
す．

6 おわりに

　今回の取材でいちばん印象に残った
のは，なんといっても進水式である．
その迫力には圧倒された．東京タワー
並みの大きさのものが目の前で動く模
様は圧巻で，その迫力は言葉では表現
しきれない．神戸造船所では約三カ月
に一度，進水式を行っており，一般応
募で見学を受け付けている．興味を
持った方はぜひ自分の目で進水式の様
子をご覧いただきたい．
　また，工場では，途方もなく大きい
船が，一つひとつの部品から形になっ
ていく様子，とりわけ，経験豊富な作
業者によって撓鉄や溶接で造られる様
子を見学できたことは有意義であった．
　また，設計ご担当の森氏・植西氏，
エンジンご担当の那須敏行氏，生産ご
担当の辻井浩氏には，貴重な時間を割
いて，インタビューさせていただき，
エンジニアの生の声を聞かせていただ
いた（残念ながら紙面の都合上，設計

についてのみ掲載した）．
　最後になりましたが，今回の取材に
て三菱重工業（株）神戸造船所の皆様
にはお世話になり，深く御礼申し上げ
ます（図7）．

（メカライフ学生編修委員
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図 7　三菱重工業（株）神戸造船所の方々とメカライフ学生委員
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